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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

牧草中の放射性物質を低減させることを目的に、草地更新における耕起等の処理が土壌中の放射性物質の分布に

及ぼす影響を明らかにするとともに、各処理後の土壌で生産された牧草の放射性セシウム（Ｃｓ）濃度を測定した。

(1) いずれのほ場においても、無処理区の土壌表層（0-5cm）の放射性Cs濃度が高く、放射性Csは表層に分布して

いた。（図1、3、5）

(2) 耕うんにより放射性Cs濃度の高い表層土壌が地中に埋め込まれるため、表層の濃度は低下する。プラウ耕で

は土壌が反転されることにより耕起深度の上層は低濃度となるが、ロータリー耕では耕起深内の土壌が均一に混

和されることにより、表層から耕起深度までの濃度が一定となるため、土壌表層の放射性Cs濃度の低減効果はプ

ラウ耕の方が高かった。（図1、3、5）

(3) 牧草の放射性Cs濃度は耕うんにより低下し、プラウとロータリー耕を組み合わせると低減効果が高かった。

(4) 草地更新後の外的要因（冠水等）により再汚染の可能性があり、牧草への移行が高くなる場合が考えられた。

(5) 牧草への移行抑制効果は土質等により異なった。

(6)各ほ場のRIP(※)と放射性Csの移行係数を比較すると負の相関（相関係数＝-0.996、p<0.10）が得られた。牧草へ

の放射性Cs移行には様々な要因が考えられるが、その中でも特にRIPの関与が大きいと推察された。

※ RIPとはRadiocaesium Interception Potential（放射性セシウム補足ポテンシャル）の略。放射性Csの特異吸

着量を示す指標として用いられる。

２ 期待される効果

(1) 牧草地の除染技術として活用することができ、安全な牧草生産に寄与することができる。

３ 活用上の留意点

(1) 耕起深土内から水が出るような地下水位が高い牧草地においては、反転耕による草地更新は避ける。

(2) 草地更新時には十分な深耕と施肥が必要である。

(3) 草地更新後のほ場の状況を確認し、定期的にモニタリングを行うことが必要である。



Ⅱ 具体的データ等

※移行係数＝

牧草の放射性Cs濃度（Bq/kgDW）

土壌の放射性Cs濃度（Bq/kg乾土）

（土壌深度：0-10cm）
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図１ 畜産研究所ほ場（黒ボク土）における土壌の深度別放射性セシウム濃度
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図２ 畜産研究所ほ場（黒ボク土）における牧草の放射性セシウム濃度
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図３ A市ほ場（グライ土）における土壌の深度別放射性セシウム濃度
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図４ A市ほ場（グライ土）における牧草の放射性セシウム濃度
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図５ B市ほ場（黄色土）における土壌の深度別放射性セシウム濃度

0

25

50

75

100

無処理 プラウ(20cm)

＋ロータリー(10cm)

ロータリー(15cm)

Bq/kgFW（水分80%換算）

図６ B市ほ場（黄色土）における牧草の放射性セシウム濃度
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図７ RIPと移行係数（各ほ場ロータリー区）

●畜産研究所（黒ボク土）

▲A市（グライ土）

◆B市（黄色土）


